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雄勝高温岩体でのＣＯ２注入試験の地化学解析

Geochemical monitoring of reservoir fluids in CO2 injection tests at the Ogachi HDR site
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秋田県湯沢市の電力中央研究所の雄勝実験場でCO2注入試験を行った（1%CO2溶解水）。分析結果から、２回目の試
験では、トレーサ濃度は CO2注入後３日間で急激に減少しており、それに伴って CO2も減少しているが、1/2は炭酸塩
として固定されていると推測された。また、現地での方解石成長試験結果から、方解石がCO2注入後に成長しているこ
とが確認された。


